
犬の放し飼いには、県条例による罰則があります。 

（３万円以下の罰金、拘留または科料） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   

          

大人しく、しつけが行き届いている犬でもつな

いで飼うか、柵の中で飼わなければなりません。 

犬をつなぐ場所は、玄関や通路など、訪れる人の妨げに

ならないようにしなければなりません。また、囲いの中で

放して飼う場合は、訪問者が扉を開けたときに犬が飛び出

さないようにしなければなりません。 

不特定多数の人が利用する道路や公園など公共の場所では、犬がつながれていないことにより、恐怖

や不快を感じる方や驚きのあまり転倒するなどして事故につながることも充分考えられます。 

訪問者などの第３者が見てわかる場

所に登録時に配布される標識（シー

ル）を掲示しなければなりません。 


